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アル イン コ の DT-831D は 、 高 効率 の スイ ッ チ ング 方 式 を 採用 する こと に より 小型 軽量 化 

され た 高 性 能 ODC-DC コ ン パ ー タ ー で す 。 省エネ 設計 に より 本 体 の 発 熟 (パッ テリ ー の 無 

駄 使い ) を 当社 従来 比 で 1/5 に 抑え まし た 。 大 型 液晶 表示 器 で 入力 電圧 や 出力 電圧 や 出力 

電流 お よび 名 種 状態 表示 を 一 度 に 見 る こと が で きま す 。 無線 機 等 で 気 に な か る スイ ッ チ ン 

グ ノ イ ズ も ノイ ズ オ フ セ ッ ト 機 能 を 使用 する こと で 、 ノ イズ を 回 避 す る こと が で きま す 。 
大 型 貨物 車 等 の DC24V バ パッ テリ ー よ り DC13.8V の 安定 し た 出力 が 得 ら れ 、 入 力 

DC13.8V 定 格 の 機器 等 を 効率 よく 使用 する こと が で きま す 。 

万 一 出力 端子 に 入力 側 の 高 電 圧 が 発生 し た 場合 は 直ちに 入力 側 の 電源 を リレー に より 民 

断 し 、 接続 機器 を 故障 か ら 保護 する 回 路 を 付 し て いま す の で 安心 し て ご 使用 いた だ け ま す 。 
また 、 カ ー オ ー デ ィ オ 等 の メモ リー や イル ミネ ーション 機能 を 働か せる た め の 専 用 電源 、 
車 の イグ ニッ ショ ン キ ー と 電源 の ON、OFF を 連動 させ る た め の 機 能 等 、 使 用 する 機器 の 

用 途 に 応じ て 電源 を 得る こと が で きま す 。 


取 り 扱 い 上 の 注意 

① 本 機 は マイ ナス づ 〇 アー ス 車 専用 で す 。 ア ルミ シャ ー シ は マイ ナス ご 〇 に な っ て いま す が 
必ず 出力 は 指定 の 端子 ・ コ ー ド か ら 行っ て 下さ い 。 ま た 、 入 力 は バッ テリ ー に 必ず 直 
接 接 続 し て 下さ い 。 ボディ アー ス 接 続 、 シ ガー ソケット 等 か ら 接 続 する と 保護 回 路 が 
正常 に 動作 しない 恐れ が あり ます 。 

② 定格 出力 電流 値 内 で ご 使用 下さ い 。 過 負荷 に な り ます と 保護 回 路 が 作動 し (オー バー 
イン ジ ケ ー タ ー が 点 減 し ます ) 、 電 圧 ・ 電 流 が 低下 し 、 ハ ム 音 、 出力 低下 な ど 接 続 機 
器 の 誤動作 の 原因 に も な り ま す 。 大 電流 を 流し た 場合 、 保 護 回 路 に より 出力 を カッ ト 
する 場合 が あり ます 。 (その 際 は 電源 スイ ッ チ を OFF に し 、 原因 を 取り 除き ます 。 し 
ば らく し て 後 、 電源 スイ ッ チ を ON に する と 正常 に 動作 し ます 。 ) 

③ 出 力 端 に 入力 側 の 高 電 圧 が 発生 し た 場合 、 接続 機器 を 過電圧 か ら 保 護 す る 回 路 が 動 
作 し 、 電源 を リレー に より 遮 所 し ます 。 こ の と き プ ロ テ ク トイ ンジ ケー ター が 点 減 し 
ます 。 (その 際 は 電源 スイ ッ チ を OFF に し 、 原因 を 取り 除き ます 。 電源 スイ ッ チ を ON 
に する と 正常 に 動作 し ます 。) 

入力 コー ド の 極性 を 誤っ て 逆 に 接続 する と 保護 回 路 が 働き 電源 が 入ら ず 動 作 し ませ ん 。 

⑥⑤ 出力 側 で ショ ー ト し た 場合 保護 回 路 が 動作 し ます が 長 時 間 の ショ ー ト は 故障 の 原因 に 
な り ま す の で 、 す ぐに 電源 を OFF に し て ショ ー ト の 原因 を 取り 除い て か ら ご 使用 下さ い 。 


⑥ シ ガー ソケット は 定格 10A、 プ ッシュ 式 端 字 は 定格 5A で す 。 必ず 定格 以下 の 機器 を ご - 


使用 下さ い 。 

⑦② ラ ンプ や モー ター 等 は 、 電源 投入 時 に 定格 電流 の 数 倍 の 過 電 流 が 流れ ます の で 保護 回 
路 が 働き 使え な いこ と が あり ます 。 そ の 場合 は 、 よ り 大 型 の 機器 を 用 意 す る か 、 駆 動 
時 の 過 電 流 を 小さ くす る 方 法 を ご 検討 下さ い 。 

⑥⑧ ヒュ ー ズ の 交換 は 、DC24V 入 力 コ ー ド を 外し た 状態 で 、 必ず 定格 の ヒュ ー ズ を ご 使用 
下さ い 。 定格 以外 の 物 を 使用 し ます と 機器 に 故障 が 発生 し 二 次 破損 を 生じ る 危険 が あ 
り ま す 。 

⑨ 回 路 を 改造 し た り 不 必要 に 内 部 を ふれ る 事 は 故障 や 業 人 の 原因 に も な り 、 危険 で す の 
で 絶対 に お や め 下さ い 。 な お 、 こ の 場合 は 故障 し て も 保証 対象 外 と な り ま す 。 
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保証 書 別 泊 


アル イン コ の DC-DC コ ン バ パー ターDT-831D を 、 
お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ 
いま す 。 本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 させ て 効 
果 的 に ご 使用 いた だ く た め に 、 こ の 取扱 説 
明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み 下さ い 。 
また この 取扱 説明 書 は 必ず 保存 し て 下さ い 。 
ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 に 
お 役に立ち ます 。 
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園 苔 部 の 名 称 と 操作 、 接 続 方 法 


に 5 (後面 〉 
(前 面 ) 0 ーーー-MEMORY( 仙 中 総 線 ) 


県 : パッ テリ ー 
REMOTE( 中 継 線 ) 24V( マ イナ ス ) 


24V( ブ ラス) 


⑩ ⑨ カー ステ レオ や 
HG カー ステ レ ォ や 無 拉 の 
プロ テク ト ILLUMINATION( 電 ) 無線 機 の 電源 (プラ ス ) (マイ ナス ) 


: ON で 電源 が 人 り 、OFF で 電源 が 切れ ます 。 電源 が 入る と 液 喝 表 
示 器 の パッ クラ イト が 点 灯 し て 内 部 状態 を チェ ッ ク し 、 約 3 秒 後 
に 使用 可能 状態 に な り ま す 。 

② 液 晶 表示 : 出力 電圧 

出力 電圧 を 表示 し ます 。 
電源 on 時 に 、 出力 端子 で の 電圧 を 表示 し ます 。 
出力 電流 
出力 電流 を 表示 し ます 。 
・ 電源 on 時 に 、 出力 端子 か ら 取 り 出 され る 電流 の 合計 を 表示 し ます 。 
入力 電圧 
入力 電圧 (パッ テリ ー 電 圧 ) を 表示 し ます 。 
最 下 位 ( 約 21V) か ら 最 上 位 ( 約 30V) を パー 表示 し ます 。 
最 下 位 パ ー が 点灯 し て いて 、 最 上 位 パ ー が 点灯 し な い 秋 囲 で 使っ 
て くだ さい 。 
定格 24V は 4 つの パー が 点灯 し て いる 状態 で す 。 
PROTECT (プロ テク ト ) 
過電圧 出力 状態 に な る と ドッ ト が 点滅 し ます 。 
OVER (オー バー) 
過 電 流 出力 状態 に は る と ドッ ト が 点滅 し ます 。 

③ 出 力 端子 ・ ブッ シュ 式 端子 。 (最大 5A) ( 恋 が 中 側 、 黒 が ご 側 で す 。) 

④ 出 旋 端 : シガー ライ ター ソケット 式 。 (最大 10A) 

ノイ ズ オフ セッ ト ボ リュ ー ム : 無線 機 等 使用 中 に 本 機 の スイ ッ チ ング ノイ ズ が 気 に な る 場合 は 、 

その ノイ ズ を 他 の 周波 数 に シフ ト す る こと が で きま す 。 (周波 数 
帯 、 使 用 モー ド 等 に より 効か な い 場 合 も あり ます ) 
⑯DC24V 入 力 コー ド : 付属 の コネ クタ 付 入力 コー ド の コネ クタ を 接続 し ます 。 

恋 コ ー ド / パ ッ テ リ ー の プラ ス 端 子 に 直接 接続 し ます (配線 終了 後 、 

最後 に 接続 ) 。 

黒 コ ー ド / バ パッ テリ ー の マイ ナス 毅 子 に 直接 接続 し ます 。 ポ ディ 

アー ス は 止め 、 パ ッ テ リ ー の マイ ナス 極 に 確実 に 接地 し て 下 い 。 


① 電 源 ス イッ チ 


⑦ 端 字 台 : MEMORY/ (出力 DC12V 本 機電 源 ON 時 15AEA 下 、 OFF 時 1AM 下 ) 
電源 スイ ッ チ と 無 閑 係 に DC12V 出 力 が 出 て いま す 。 カ ー オ ー デ ィ 
オ 、 無線 機 等 の メモ リー パッ クア ッ プ 電源 を 必要 と する 機器 に ご 
使用 に な れ ま す 。 

(付属 の 黄色 い ケ ー ブ ル を ご 使用 くだ さい 。) 

使用 で きる 機器 に よっ て は 適合 し な い 場 合 が あり ます 。 
REMOTE/ (入力 専用 端子 で す ) 
イグ ニッ ショ ン キ ー(ACC) キ ー で 本 機 の 動作 を ON/OFF す る 時 、 上 記 
の MEMORY 端子 と この REMOTE 英字 を 付属 の 中 継 線 で 接続 し ます 。 
中 継 線 で 接続 し た 状態 で 、 本 機 の 電源 スイ ッ チ を ON し て も 電源 
は 入ら ず 、 下 記 の IGNITION 端子 に 電圧 を 印加 し た 時 、 本 機 の 電 
源 が ON し ます 。 
IGNITION/ (入力 専用 端子 で す ) 
MEMORY 端子 と REMOTE 端子 を 付属 の 中 継 線 で 接続 し た 状態 
で 、 イグ ニッ ショ ン キ ー(ACC) キ ー 又 は パッ テリ ー24V (プラ ス ) 
の 電圧 を 印加 する と 、 本 機 の 電源 が ON し ます 。 
ILLUMINATION/ (出力 DC12V 1A 以 下 ) 
電源 スイ ッ チ と 無関係 に ライ ティ ング スイ ッ チ の ON で (LIGHT 
端子 か ら ON/OFF で ) DC12V が 出力 され ます 。 カ ー オ ー デ ィ オ 、 
無線 機 等 の イル ミネ ーション 回 路 が ある 機器 に ご 使用 に な れ ま す 。 
(LIGHT と 連動 し ます 。 付 属 の 構 の ケー プル を ご 使用 下さ い 。 ) 
LIGHT/ 入力 DC24V) ] 
イル ミネ ーション 機能 を 使用 時 に 、 ライ ティ ング スイ ッ チ で ON/OFF 
ざさ せる スモ ー ル ラン プ 等 に 接続 し ます 。 (ILLUMINATION と 連動 
し ます 。 付属 の 緑色 の ケー ブル を ご 使用 下さ い 。 


⑧ ヒ ュー ズ : 定格 の ヒュ ー ズ を ご 使用 下さ い 。 (30A プ レー ド 型 ) 
出力 敵 : 陸軍 式 タ ー ミ ナル 。 ( 赤 が の 〇 倒 、 黒 が 〇 側 で す 。 ) 
⑩ フ ァ ン モー ター  : 内 部 温度 が 約 40 て に 上 昇 す る と 自動 的 に フ ァ アン モー ター が 回 り 強 
制 空 冷 を し ます 。 
④⑪ 放 笛 器 
ACC 根 を 使用 する と きのみ 、 
中 総 殺 で 近 続 する 
《 基 本 的 な 使い 方 》 車 の ACC 線 (イグ ニッ ショ ン 野 : パッ テリ ー24V 
キー) を 接続 する (マイ ナス ) 


無線 機 、 ブ ー ス ター 等 、 バ ッ 


クア ッ プ メモ リ 源 や イ 
ルミ ネー ショ ン 電 源 を 必要 
と し な い 機 器 の 接続 方 法 。 


(ブラ ス ) 


無線 機 、 プ ー ス ター 等 
(マイ ナス ) 


ぐ く 普 通 に 、 本 機 の 悪 源 スイ ッ チ で ON/OFF し て 使う 場合 > 

① 本 機 の 電源 スイ ッ チ が OFF で ある 事 を 確認 し ます 。 

② 本 機 の 入力 コー ド の 赤 線 を プラ ス 側 、 黒 線 を マイ ナス 側 の パッ テリ ー に 直接 接続 し ます 。 
ポ デ イア ー ス は 止め 、 パ バッテリー の マイ ナス 極 に 確実 に 接地 レ し て くだ さい 。 

③ 電 源 ス イッ チ で ON/OFF し て 使用 し ます 。 

⑧ 無 線 機 、 ブ ー ス ター 等 の マイ ナス の 線 を 本 機 の 出力 端子 の マイ ナス に 接続 し ます 。 

⑤ 無 線 機 、 ブ ー ス ター 等 の プラ ス の 線 を 本 機 の 出力 端子 の プラ ス に 接続 し ます 。 


く イ グ ニ ッ ショ ン キ ー に 連動 し て ON/OFF す る 場合 > 

① 本 機 の 電源 スイ ッ チ が OFF で ある 事 を 確認 し ます 。 

(② 本 機 の 入力 コー ド の 赤 線 を プラ ス 便 、 黒 線 を マイ ナス 側 の パッ テリ ー に 直接 接続 し ます 。 
ボデイ アー ス は 止め 、 バ ッ テ リ ー の マイ ナス 極 に 確実 に 接地 し て くだ さい 。 

③MEMORY 端 子 と REMOTE 端 子 を 付属 の 中 継 線 (青色 10cm 両側 端子 付き ) で 接続 し ます 。 

④IGNIFION 端 子 に 青 線 ( 1.5m) を 接続 し 、 車 の ACC 線 (イグ ニッ ショ ン キ ー) に 接続 し ます 。 
電源 スイ ッ チ は ON 状態 で 使用 し ます 。 車 の イグ ニッ ショ ン キ ー の ON/OFF に より 、 本 
機 の 電源 の ON/OFF が 連動 し ます 。 

⑯ 無 線 機 、 ブ ー ス ター 等 の マイ ナス の 線 を 本 機 の 出力 端子 の マイ ナス に 接続 し ます 。 

⑦ 無 線 機 、 ブ ー ス ター 等 の プラ ス の 線 を 本 機 の 出力 端子 の プラ ス に 接続 し ます 。 


MEMORY( 工 ) 2 黒 : 0 っ 0 
(e 電 ) ラス マ で ス 
カー ステ レオ の メモ リー 線 
5 @ 
と 電源 の 線 が 1 本 に な っ て 較 紀 
いる 場合 の 接続 方 法 。 者 s2 
@ 四 (プラ ス ) 
カー ステ レオ の 早 漁 
ILLUMINATIONX 扶 ) LIGHT( 緑 ) : カー ステ レオ の (マイ ナス 
カー ステ レオ の ライ トス イッ チ アク セ サ リ ー(ACO) 


イル ミネ ーション 


(基本 的 な 使い 方 ) の 入力 コー ド の 接続 (必要 な 場合 、ACC 線 の 接続 を し て ) に 続い て 、 
① カ ー ス テレ オ の アー ス 線 を 本 機 の 出力 端子 の マイ ナス 便 に 接続 し ます 。 (カー ステ レ 
オ が ポ デ イア ー ス の 場合 は 、 本 機 の 出力 端子 の マイ ナス 側 か ら ボ デイ アー ス 近 くに 線 
接続 し て くだ さい 。 ) - - 
カー ステ レオ の メモ リー と 電源 の 共通 線 を 本 機 後部 の MEMORY 端 子 (付属 ケー ブル 使 
用 時 は 費 色 の 線 ) に 接続 し ます 。 
③ カ ー ス テレ オ の ACC 出力 は 本 機 の 出力 端子 の プラ ス 側 に 接続 し ます 。 


注意 : メモ リー 出力 は 電源 スイ ッ チ や イグ ニッ ショ ン キ ー に 関係 な く 常 時 出力 され ます が 、 
電源 スイ ッ チ が OFF 時 は 出力 容量 が 小さ く な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 
電源 ON 時 15A 電源 ON 時 1A) 


※ 還 定 格 、 画 付属 品 は 豪 面 に 記載 し て ます 。 


安全 上 の 注意 


この 説明 書 で は 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危害 や 損害 を 未然 に 防ぎ 、 


製品 を 安全 に お 使い いた だ く た め に 、 守っ て いた だ きた い 事 項 を 示し ・ 


て いま す 。 本 文中 の マー ク の 意味 は 次 の 様 に な っ て いま す 。 内 容 を よ 
く 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


【 表 示 の 説明 】 


表 示 の 
危険 ” 誤っ た 取り 扱い を する と 人 が 死亡 する 、 又 は 雷 傷 を 負う 危険 が 差 
/N 危 し 迫っ て 生じ る こと が 起 定 さ れる こと "を 示し ます 。 


/N 警 告 ” 誤っ た 取り 扱い を する と 人 が 死亡 する 、 又 は 重傷 を 仙 う 可能 性 が 
し リ | ある こと "を 示し ます 。 


| み が 発生 する 可能 性 が ある こと "を 示し ます 。 


修 間 誤っ た 取り 扱い を する と 人 が 障害 を 負う 可能 性 、 又 は 物 的 障 央 の 
ノレ メ 


※1 : 随 害 と は 、 治 療 に 入院 や 長期 の 通院 を 選ぶ さ な い 、 け が 、 


※2 : 物 的 障害 と は 、 家 屋 、 穴 財 及 び 家畜 、 ペ ッ ト に か か わる 拡大 損害 を さ し ま す 。 


【 図 記号 の 説明 】 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 時 の 外部 要因 で 、 通 信 な ど 
の 機会 た 失っ た た め に 生じ た 損害 等 の 純粋 経済 障害 に つき まし て は 、 当 社 は 


禁止 (し て は いけ な い ご と) を 示し ます 。 
具体 的 な 禁止 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 


必ず 実行 し て いた だ く 「 強 制 」 内 容 で す 。 
具体 的 な 強制 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 - 


や けど 、 感 二 な ど を さ し ま す 。 


/N 欠 


本 機 は DC24V 専 用 (最大 28V) で 
す の で 他 の 電圧 で の 使用 は 絶対 に 
避け て 下さ い 。 

それ 以外 で 使用 する と 感電 

舌 の 原因 と な り ま す 。 


使用 中 は 本 体温 度 が 上 昇 し ます 
の で 、 本 体 表 面 に は 触れ な いで 下 


さい 。 

特に 放 熟 器 は 高温 に な り ま す の 
で 、 絶対 に 触れ な いで 下さ い 。 
業 傷 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


本 獲 の 入力 コー ド の 赤 線 を バッ 
テリ ー の ( 十 ) 端 子 へ 、 墨 緑 を (-) 敵 
へ 接続 し て 下さ い 。 

逆 に は 、 絶 対 に 接続 し な いよ う 
に し て 下さ い 。 


本 獲 の 入力 コー ド は バッ テリ ー 
に 必ず 直 授 接 続 し て 下さ い 。 ボ デ 
ー ス 接続 、 シ ガー ソケット 等 
か ら 接 続 す る と 保 讃 回 路 が 正常 に 
動作 し な い 恐 れ が あり ます 。 


電源 プラ グ を 必ず コン セン ト か ら 抜 いて いた だ く 「 強 制 ] 内 容 で す 。 
具体 的 な 強制 内 容 は 、 図 記 号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 


一 切 そ の 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


分 解 、 改造 、 修理 し な いこ と 、 
取扱 説明 書 に 記載 され て いる 場合 
を 除き 、 ケ ー ス を は ず し 、 内 部 に 
触れ る こと は 避け て 下さ い 。 

又 、 入 力 コー ド を 加工 し て 、 短 
くし た り 、 継 ぎ 足し て 延長 し な い 
で 下さ い 。 

この 場合 、 保 証 は で きま せん 。 
又 、 業 秋 、 感電 、 ケ ガ の 原因 に な 
り ま す 。 


濡れ た 手 で パッ テリ ー の 取り 付け 、 
取り 外し を し な いこ と 。 

濡れ た で 作業 する と 、 感電 の 
妃 れ が あり ます の で 、 絶 対 に し な 
いで 下さ い 。 


引 包 性 ガス の 発生 場所 で は 、 電 
源 を 入れ な いこ と 。 
計上 発 内 の 原因 に な り ま す 。 


も し 、 煙 が 出 て いる 、 変 な 匂い 
が する 等 の 異常 が 発生 し た と き は 、 
すぐ に 電源 コー ド を 外す こと 。 
に > その まま 使用 する と 央 秋 の 原因 
バッ テリ ー と な り ま す 。 速 や か に 購入 店 また 
り 外 せ は 最 町 り の 当社 サー ビス 窓口 へ ご 
連絡 下さ い 。 


野外 や 、 浴 室 な ど 、 水 の か か る 
場所 に 皿 か な いこ と 。 
周り に コッ プ や 花 握 な ど 、 液 体 
の 入っ た 容器 を 置か な いこ と 。 
液体 が こぼれ て 内 部 に 入る と 、 
人 人 秋 、 感 志 の 原因 と な り ま す 。 
液 林 が こ ば れ て 内 部 に 入っ た 場合 、 
入力 コー ド を パッ テリ ー か ら 外 レ 
て 下さ い 。 ま た 、 湿気 の 多い 場所 

水 場 で の で は 使用 し な いで 下さ い 。 

用 禁止 湿度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 
急 に 暖か い 所 へ 移動 し ます と 、 製 
品 に 暑 が つく 場合 が あり ます 。 
器 が つく と 製品 に 悪い 影響 を 与 
え 、 故障 の 原因 に な り ま す の で 、 
よく 乾燥 させ 、 器 を よく 取り 除い 
て か ら 、 ご 使用 下さ い 。 


お 手入れ の 際 は 、 パ ッ テ リ ー か 
ドー ら 入 力 コー ド を 外し て 下さ い 。 
)( ゅ テリー 外さ ず に お 手入れ する と 感電 、 

り 外 せ 故障 の 原因 と な り ま す 。 


付属 の コー ド が バッ テリ ー ま で 
届か な い 時 は 付属 の コー ド と 同じ 
又は 太い コー ド を 圧着 端子 な ど で 
確実 に 接続 し 絶縁 し て 下さ い 。 

細い コー ド や 接続 が 不 完全 な 場 
合 は コー ド の 発 熟 や 内 秋 の 原因 と 
な り ま す 。 


も し 、 内 部 か ら 漏 れ た 液 が 皮膚 
や や 衣服 に 付い た と き は すぐ に きれ 
いな 水 で 洗い 流し て 下さ い 。 

その まま に し て お く と 、 皮膚 が 
か ぶれ る 原因 と な り ま す 。 

内 部 か ら 漏 れ た 液 が 、 目 に 入っ 
強制 た と き は すぐ に きれ いな 水 で 洗い 、 
医師 の 治療 を 受け る こと 。 

その まま に し で おく と 、 目 に 障 
害 が 起き る こと が あり ます 。 


本 機 出力 端 の ( 十 Xー) 端 子 に 使 
用 機種 の ( 十 パ -) コ ー ド を 逆 に 接続 
し た り 、 シ ョ ー ト させ た り し な い . 
で 下さ い 。 

故障 、 犬 炎 の 原因 と な り ま す 。 


《》 ん だ り 振動 で 振れ て 被覆 を 傷め な 


入力 、 出力 コー ド は 緩み の な い 
よう し っ か り 締 め 付 け て 下さ い 。 

接触 抵抗 に より 発 熟 、 欠 秋 の 原 
因 と な り ま す 。 J 


配線 や 端子 の 締め 付け は 定期 的 
に 点検 し て 下さ い 。 消耗 や ゆる み 
は 故障 や 発熱 の 原因 と な り ま す 。 


コー ド は 車両 の 可動 部 な ど に 抽 


い 様 に 引き 回 し て 下さ い 。 
強制 。 ショ ー ト に より 車両 内 秋 の 原因 
. と な り ま す 。 


本 機 は 周辺 温度 10 て 35 で の 騙 
囲 で 使用 し て 下さ い 。 

本 機 は な る べく 風通し の 良い 場 
所 に 置き 、 湿気 の 多い 場所 で の 使 
用 は 避け て 下さ い 。 

直射 日 光 の あたる 場所 、 水 滴 の 
か か る 場所 や 、 風 通し の 悪い 場所 
で の 使用 は 止め て 下さ い 。 

発 熟 . 発 欠 、 故 障 の 原因 に な り 
ます 。 


ヒュ ー ズ の 取り 替え は 入力 コー 
(0) ド を パッ テリ ー よ り 外 し 、 指 定 の 
ヒュ ー ズ を ご 使用 下さ い 。 


禁止 発 熟 、 発 炎 の 原因 と な り ま す 。 


プラ ケッ ト を 止め る に は 、 必ず 
付属 の ビス を 使用 し て 下さ い 。 


異な る ビス を 使う と 故障 の 原因 . 


禁 比 と な り ま す 。 


幼児 の 手 に 届く 場所 に は 置か な 
いこ と 。 
けが 、 全 傷 の 原因 と な り ま す 。 


本 機 に 接続 され る 機器 は 、 本 機 

の 定格 に あう 機器 を ご 使用 下さ い 。 
それ 以外 の 機器 に 接続 し ます と 
故障 の 原因 に な り ま す 。 


水平 で 安定 し た 場所 に 設置 し て 
下さ きい 。 

不安 定 な 場所 に 設置 し ます と 、 
落下 、 転倒 で けが の 原因 と な り ま 
す 。 


シガー ソケット で の ご 使用 の 場合 、 
シガー ソケット ブラ グ を 確実 に 差 


。ー プ し 込ん で か ら ご 使用 下さ い 。 
"禁止 故障 の 原因 と な り ま す 。 


《》 口 を 窪 が な いで 下さ い 。 
発熱 、 発 久 、 故障 の 原因 と な り 


本 体 後面 部 及び 、 側 面部 の 通風 


強制 ます 。 


本 機 の 通風 口 や 隙間 か ら 、 針金 
等 の 金属 や 燃え や すい 物 を 、 内 部 
に 入れ な いで 下さ ざい 。 

故障 、 感 寺 、 央 秋 の 原因 と な り 
ます 。 

も し 異物 が 入っ た 場合 、 本 機 の 
電源 スイ ッ チ を 切り 、 入 力 コ ー ド 
を パッ デ テリー より 抜き 販売 店 に ご 
補語 下さ い 。 


本 機 は パッ テリ ー 等 の 電流 容量 
の 大 きい 物 の 充電 用 と し て 設計 さ 
れ て お り ま せん 。 そ の 使用 は 避け 
て 下さ い 。 

故障 の 原因 に も な り ま す 。 


長期 間 使用 に な い 時 は 、 入 力 コ 
ー ド を バッ テリ ー よ り 外 し て お い 
て 下さ い 。 

本 機 自体 で 多少 の 電気 消費 を し 
て いま す の で 、 パ バッテリー が 上 が 
る 原因 と な り ま す 。 


本 機 の シガー ソケット に は 、 自 
動車 で 使用 する シガー ライ ター は 
Bs 使用 し な いで 下さ い 。・ 
禁止 故 際 の 原因 と な り ま す 。 


画定 格 


人 


DC12V 15A 
電源 OFF 時 は 1A 以 下 ) 


入 力 電 DC24V (21<28V) 
出 カ 13.8V 
出力 電 流 | 30A (連続 ) 


出力 起 圧 変 動 率 


メモ リー 出力 


Dc12V 1AM 下 
ライ ティ ックス 79 チ | DC24V ' 


2% 以 下 
フ の 字 特 性 自動 電流 制限 式 


電圧 表示 誤差 


EE 2A (5A 以 上 ) . 
電流 表示 庄 療 | agA (5A 和 ネ ) 
175(WDX67(HDX 175(D)mm 


出力 電流 
動作 点 ) | 32A 以 上 
出所 詩 | リレー に よる 電源 人 過 方 式 


環 境 対応 ROHS 対応 | 重 。 書 | 21kg _ | 
較 付属 品 

・ 保証 書 1 部 ・ プ ラケット 1 個 

・ 取 扱 説明 書 (本 書 ) 1 部 ・ ケ ー プ ル (4 種類 ) 4 本 

・ 取付 ビ ス (2 種類 ) 8 本 (黄色 ノ 樽 色 プ 緑色 青色 各 1.5m) 

・ 取 付 ナ ッ ト 4 個 ・ 中 継 ケ ー ブ ル 1 本 

・ コ ネクター 付 入力 コー ド 1 本 (青色 10cm) 

(1.5m) 


一 (参考 ) ケー ブル の サイ ズ と 許容 電流 容量 の 目安 


d (mm) 


* 


より 線 を 丸く 束ね た 場合 の 
相当 する ケー プル の 直径 d 


※ パ バッ デ テリー と 接続 ケー プル は 長 さ 5m 以 内 で あれ ば AWG12 以 上 を 使用 し て 下さ い 。 


付属 の 保証 書 に 販売 店 に よる 販売 日 の 記載 
が な いと 保障 の 対象 外 と な り 、 修 理 は 全て 
有償 と な り ま す 。 日 付け の 記載 が 無い 場 


合 は 販売 店 の レシ ー ト や 送り 状 、 納品 書 な 
ど 、 製 品名 と 販売 日 が 証明 で きる 書類 を 合 
わせ て 保存 し て くだ さい 。 


補足 シー ト や 正誤 表 が 入っ て いる 場合 は 取 
り 扱い 説明 書 と いっ し ょ に 、 そ れ ら も 合わ 
せ て 保存 し て くだ さい 。 


文書 の 説明 用 画面 の イラ スト は 、 実際 の 画 
画 と は 字体 や 形状 な ど が 異な っ た り 、 一 部 
の 表示 を 省略 し た りす る 場合 が あり ます 。 
本 娠 の 内 容 の 一 部 、 又 は 全部 を 無断 転載 す 
る こと は 禁止 され て いま す 。 内容 に 関し て 
は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 誤り が あっ た 
場合 や 技術 変更 な ど に 伴い 、 記述 を 予告 な 
く 変 更 する 場合 が あり ます 。 乱丁 、 落丁 は 
お 取り 替え いた し ます 。 


万 一 本 製品 の 故障 に より 、 お 使い の 他 の 機 
器 に 故障 を 発生 させ て も 、 補 償 の 箇 囲 は 本 


製品 の 販売 価格 を 限度 と させ て 頂き ます 。 


製造 終了 製品 に 関し て は 、 下 記 の 一 定期 固 
保守 部 品 を 常備 し て お り ま す 。 し か し 、 不 


測 の 事態 に より 在庫 が 無く な る 場合 も あり 、 
修理 が 行え な い 事 も あり ます の で ご ず 了承 原 
いま す 。※ 補 修 用 部 品 の 保証 期間 は 、 製 造 
終了 後 5 年 間 で す 。 


ぃ …ー ニ ーー 


ーーーーー 
本 製品 は 民生 用 途 向 け に 設計 ・ 製 造 さ れ て 
いま す 。 工業 ・ 救 急 ・ 公 安 等 の 目的 で 使用 
中 に 不具 合 が 発生 し 被害 が 発生 し て も 補償 
は 致し か ね ます 。 


Y 


